
銅
劔
、
鋼
鉾
に
就
い
て

（
六
）

梅
　
原
　
末
　
治

＝
【

　
上
蓮
の
彌
生
式
土
器
ご
關
駕
し
て
銅
剣
銅
鉾
ピ
密
接
な

交
渉
の
あ
る
遽
物
ご
し
て
次
に
石
器
の
類
を
数
へ
る
こ
ご

が
出
塁
る
。
尤
も
從
來
紹
介
せ
ら
れ
て
み
る
資
料
で
は
、

銅
鉾
若
し
く
ば
銅
剣
が
石
器
類
ご
一
の
フ
ン
ー
8
を
な
し
て

見
出
　
さ
れ
π
事
端
は
な
い
様
で
あ
る
が
、
大
正
五
年
入
月

荻
鋒
銅
鉾
、
細
形
銅
剣
併
せ
て
七
口
（
南
者
こ
も
形
式
古

き
類
多
き
を
占
む
）
を
搬
見
し
た
筑
前
國
板
付
字
北
騎
の

遺
跡
に
於
い
て
、
そ
れ
．
等
を
饗
れ
た
客
演
の
あ
っ
た
同
じ

封
土
に
磨
製
石
斧
、
編
鋭
形
石
器
及
び
磨
製
石
剣
片
等
の

存
し
た
例
が
あ
り
ω
、
ま
た
中
出
予
震
博
士
の
調
査
に
依

る
と
北
九
州
の
銅
鉾
銅
創
の
串
土
地
及
び
盤
棺
の
埋
没
地

に
は
普
蓮
彌
生
式
土
器
の
散
布
が
多
く
、
且
つ
石
器
、
石

　
　
　
第
九
魯
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て

屑
を
俘
っ
て
み
る
こ
ε
が
分
明
し
て
み
る
②
o
　
中
山
博
士

は
是
等
の
現
象
か
ら
し
て
点
者
の
間
の
密
接
の
開
係
の
存

在
を
肯
定
し
て
、
進
ん
で
常
代
の
文
化
歌
態
を
論
ず
る
】

の
重
要
な
警
護
ご
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
博
士
の
右

の
見
解
に
勤
し
て
は
人
言
は
如
上
の
例
謹
が
偶
然
二
者
の

混
在
の
場
舎
に
も
生
じ
得
る
ご
云
ふ
見
地
か
ら
疑
念
を
種
“

む
な
き
を
保
し
難
い
が
、
離
っ
て
考
へ
る
に
、
近
畿
、
中

國
、
九
州
に
濃
厚
な
分
布
を
示
す
彌
生
式
土
器
は
、
其
の

最
も
特
徴
を
搬
揮
し
て
み
る
時
期
に
あ
り
て
は
、
石
蔵
、

石
斧
等
の
石
製
利
器
ざ
共
存
し
、
我
が
内
地
に
於
け
る
石

器
時
代
所
産
の
一
の
麗
な
る
流
れ
を
代
表
す
る
も
の
で
あ

る
こ
ご
、
幾
多
の
遺
跡
が
如
實
に
示
す
慮
で
あ
っ
て
．
疑

を
容
る
〉
の
青
地
が
な
い
。
然
る
に
王
述
の
銅
鉾
銅
創
嘘

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
．
｝
　
（
二
〇
五
）



　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
無
二
銅
鉾
に
就
い
て

丑
ハ
存
し
た
小
形
彌
生
式
土
器
は
、
同
式
の
特
徴
の
欝
欝
な

も
の
を
含
み
、
ま
た
北
九
州
で
古
式
の
銅
鉾
銅
管
を
副
葬

し
て
み
る
甕
棺
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
高
さ
二
三
尺
の
大
形

薄
手
の
甕
を
作
る
に
就
い
て
、
製
作
上
技
術
の
一
段
…
進
ん

・
だ
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
豫
嘉
せ
し
む
る
に
せ
よ
、
な
ほ
石

器
ε
盗
出
す
る
彌
生
式
土
器
の
特
色
を
具
へ
て
、
爾
者
の

簡
に
隔
別
を
附
し
難
く
，
且
つ
此
の
腫
大
形
の
甕
は
彌
生

式
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
石
器
ご
共
存
の
状
態
で
総
見
せ

・
ら
る
、
こ
ご
、
例
へ
ば
尾
張
執
…
田
輿
〔
塚
に
於
け
る
如
き
も

め
が
あ
る
③
。
さ
れ
ば
中
山
博
士
の
得
ら
れ
た
事
實
を
以

で
軍
に
偶
霊
的
の
現
象
ざ
し
て
取
扱
ふ
こ
ご
は
穏
當
で
は

な
い
こ
ご
に
な
る
ウ
な
ほ
こ
れ
を
後
に
述
べ
る
磨
石
創
の

示
す
事
實
か
ら
見
て
も
、
訳
者
の
密
接
な
關
係
は
到
底
否

定
し
難
い
の
で
あ
る
。

　
果
し
て
右
の
銅
鉾
銅
創
ご
石
器
類
ビ
の
共
存
が
肯
定
せ

ら
る
、
ご
せ
ぱ
、
そ
れ
が
吾
人
の
考
察
上
に
如
何
な
る
意

義
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
銅
鉾
忌
門
の

　
　
　
　
　
　
　
筑
聖
一
號
　
　
　
　
一
ニ
ニ
　
　
ニ
〇
六
）

行
は
れ
た
時
が
他
方
に
於
い
て
石
製
利
器
の
な
ほ
存
し
た

時
代
に
接
鯛
す
る
の
を
物
語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
此

の
事
は
上
來
屡
々
引
用
し
來
つ
た
中
山
博
士
の
論
著
に
繰

返
し
て
説
か
れ
、
其
の
所
論
中
非
常
な
精
彩
を
放
っ
て
る

る
部
分
な
の
で
、
今
ま
重
ね
て
蛇
足
を
加
ふ
る
の
要
を
見

な
い
わ
け
で
あ
る
④
。
　
た
い
私
は
博
士
の
主
張
せ
ら
る
、

蹄
結
に
謝
し
て
、
本
論
の
考
察
上
次
の
一
事
を
記
し
て
置

き
た
い
。
そ
れ
は
其
の
製
作
者
の
民
族
の
問
題
は
暫
く
除
、

外
す
る
ご
し
て
、
互
に
蝋
燭
す
る
二
者
中
、
一
方
の
彌
生

式
石
器
時
代
が
贋
く
關
西
に
分
布
し
て
、
縄
古
式
土
器
に

甥
毒
す
る
著
し
い
も
の
で
あ
る
こ
ご
、
、
上
篇
の
記
述
か

ら
し
て
、
他
の
】
の
銅
鉾
銅
創
が
本
く
虚
支
那
に
あ
り
、

其
の
中
で
形
式
上
古
い
も
の
が
こ
の
接
黙
に
立
っ
て
る
る

事
實
ご
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
や
が
て
鉾
、
創
の
性
質
を
推

定
す
る
上
に
重
要
な
る
一
言
黙
こ
な
る
も
の
こ
信
ず
る
か

ら
で
あ
る
。

　
次
に
銅
創
銅
鉾
の
或
物
ご
俘
出
す
る
遺
物
中
如
上
の
石

働



，
黒
…
類
ご
好
樹
照
を
す
る
鐡
器
に
槻
察
を
縛
せ
む
か
。
こ
れ

ま
た
中
山
博
士
の
調
査
に
依
っ
て
究
明
せ
ら
れ
た
黙
が
多

い
の
で
あ
る
が
、
吾
々
は
先
づ
朝
鮮
慶
州
入
室
里
の
遺
跡

に
於
い
て
其
の
最
も
確
實
な
例
謹
を
欝
欝
す
の
で
あ
る
。

此
の
遺
跡
に
あ
っ
て
は
出
土
の
銅
鉾
銅
創
の
上
に
鐵
器
の

並
ハ
存
を
示
す
多
量
の
錆
の
附
着
し
て
み
る
の
み
な
ら
す
、

其
の
遺
物
の
一
部
分
で
あ
る
虜
の
焼
身
片
ご
異
形
馬
頭
ご

は
現
に
思
詰
保
存
會
の
陳
列
室
に
保
藏
せ
ら
れ
て
居
）
、

ま
た
同
時
に
出
た
馬
鐸
に
鐵
製
の
吉
の
垂
下
し
た
逡
昂
な

ご
が
あ
っ
て
、
濡
者
並
存
の
事
實
は
太
だ
明
瞭
で
あ
る
コ

不
幸
に
し
て
今
焼
物
は
存
在
し
な
い
が
、
同
じ
く
鐵
器
の

、
”
伴
出
し
た
例
と
し
て
内
地
で
は
謁
馬
下
縣
郡
高
原
村
下
ヒ

ナ
タ
及
び
豊
前
宇
佐
郡
長
洲
町
瀬
森
塚
に
於
け
る
鐡
創
を

塞
・
げ
得
る
ご
共
に
ヤ
別
々
で
は
あ
る
が
同
一
地
域
に
埋
没

し
て
多
藪
の
甕
棺
、
若
し
く
は
石
室
群
の
内
か
ら
出
て
算

者
の
關
係
を
想
定
せ
し
む
る
も
の
に
肥
前
三
養
基
郡
悪

文
、
⑱
筑
前
須
玖
岡
水
村
の
北
の
遺
跡
及
び
後
藤
霧
調
査

　
　
　
第
九
、
巷
　

研
究
　
燭
劔
銅
鉾
に
就
い
て

の
醤
馬
上
縣
郡
佐
讃
自
岳
等
が
あ
る
Q
中
で
樹
馬
白
岳
の

は
鍬
頭
で
形
状
は
後
藤
君
の
報
文
⑥
に
依
っ
て
こ
れ
を
知

る
こ
ご
が
出
　
來
る
も
の
で
あ
り
、
柚
氏
の
は
脂
身
三
口
ご

傳
へ
、
其
の
一
は
繋
累
の
屑
書
所
載
の
圖
に
轟
く
に
．
長

さ
一
尺
三
寸
五
分
（
内
群
長
二
寸
五
分
）
三
幅
一
寸
三
分
五

厘
、
董
に
目
釘
孔
の
一
つ
あ
る
短
い
形
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
ビ
が
知
ら
れ
る
、
な
ほ
忘
勝
創
ご
鐵
…
器
こ
の
並
び
存
し

た
こ
ご
は
彼
の
大
正
十
年
四
月
に
調
馬
風
湿
の
ク
ビ
ル
か

ら
銅
鉾
ご
共
に
出
た
銅
容
器
に
型
持
ご
し
て
餓
を
用
ひ
だ

、
痕
の
勝
か
に
存
す
る
も
の
、
あ
る
こ
ご
や
⑦
∵
甲
山
博
士
調

査
の
北
九
州
に
於
け
る
遺
跡
地
轄
に
鐵
浮
の
散
布
す
る
事

實
を
も
併
せ
見
る
可
く
、
當
玉
総
器
の
存
在
し
た
こ
ご
に

就
い
て
は
最
早
疑
を
容
る
、
鯨
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
而

し
て
此
の
鐵
器
こ
の
共
存
の
事
事
に
封
し
て
、
吾
々
の
注

意
に
上
る
黙
こ
し
て
其
の
遺
跡
が
南
鮮
か
ら
北
九
州
に
亙

る
古
い
形
式
の
鉾
創
を
署
し
た
墳
墓
の
多
き
を
占
め
て
、
「

他
方
石
器
の
共
存
遺
跡
ご
年
代
上
近
い
閣
係
に
あ
る
こ
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
纂
網
織
　
　
　
三
三
（
二
〇
七
）



　
　
　
第
九
谷
　
研
究
　
鋼
劔
飼
鉾
に
就
い
て

及
び
襲
見
の
鐵
器
其
の
物
が
利
器
の
類
で
、
特
に
大
部
分

が
大
陸
に
基
く
露
の
多
い
創
身
に
噛
す
る
の
事
實
を
墨
げ

な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

　
既
に
上
段
に
於
い
て
石
器
ご
銅
鉾
銅
壷
こ
の
關
係
を
肯

定
し
た
が
、
こ
、
に
吾
々
は
ま
た
其
の
鐵
器
ご
接
噛
し
て

み
る
事
實
を
確
め
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
當
然
の
結
果
ご

し
て
銅
鉾
創
の
行
は
れ
だ
中
心
地
域
に
あ
っ
て
は
、
古
式

の
も
の
、
蒔
代
に
利
器
こ
し
て
三
橦
の
贋
料
の
並
び
用
ひ

ら
れ
た
こ
ご
が
肯
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
換
言

す
る
な
ら
ば
デ
ン
マ
ル
ク
の
演
者
ト
ム
ぜ
ン
が
提
唱
し

て
、
今
や
鋤
く
學
者
の
採
用
し
て
み
る
利
器
の
質
料
に
依

る
人
類
文
化
の
三
階
段
だ
る
石
、
青
銅
、
鐵
の
時
代
が
、

此
の
場
合
順
を
追
ふ
て
展
開
し
淀
の
で
は
な
く
て
、
銅
器

ご
鐵
器
ご
が
相
並
ん
で
石
器
の
次
に
存
在
し
た
の
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
只
見
の
衆
望
が
銅
鉾
銅
盤
ご
同

じ
く
外
來
の
性
質
を
帯
び
て
み
る
黙
か
ら
す
る
ご
、
爾
志

の
測
距
が
相
次
い
で
我
が
島
蟻
壁
に
此
の
特
殊
の
現
象
を

　
　
　
　
　
　
　
第
二
獲
　
　
　
三
四
　
（
二
〇
八
）

呈
し
た
ε
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
當
時
の
支
那
大
陸
の
形

勢
を
大
槻
す
る
時
こ
の
事
は
充
分
認
め
ら
る
、
こ
ご
、
信

ず
る
。

　
今
他
の
考
古
學
上
の
翻
身
に
就
い
て
な
ほ
少
し
く
如
上

の
嗣
係
を
考
察
す
る
に
、
南
鮮
及
び
北
九
州
に
あ
っ
て
は
、

こ
、
に
問
題
に
上
っ
て
み
る
時
代
に
、
一
方
石
器
使
用
か

ら
直
ち
に
定
器
の
文
化
階
級
に
入
っ
た
こ
ご
を
示
す
遺
跡

が
存
す
る
の
で
あ
る
。
其
の
顯
著
な
｝
例
は
云
ふ
迄
も
な

く
、
中
山
博
士
の
槍
せ
ら
れ
た
筑
前
松
原
の
砂
丘
上
の
劇

物
包
含
散
布
地
で
あ
る
が
③
同
時
に
私
は
前
年
濱
田
博
士

に
從
っ
て
前
後
一
週
問
に
亙
る
學
術
的
野
掘
を
行
う
て

良
好
な
る
成
績
を
牧
め
た
南
鮮
の
金
海
貝
塚
を
指
摘
し
た

い
ゆ
〇
　
二
者
の
遺
跡
遺
物
に
就
い
て
は
既
に
各
号
の
報
告

が
公
に
せ
ら
れ
て
る
る
か
ら
凡
て
省
賂
に
從
ふ
が
、
共
に

一
方
に
石
器
が
あ
る
ご
同
時
に
、
他
方
鐵
器
鐵
津
が
存
し

て
、
再
考
の
並
び
行
は
れ
た
こ
ご
を
知
り
得
る
も
の
で
あ

り
、
且
つ
不
思
議
に
も
爾
遺
跡
共
に
王
藩
の
貨
泉
が
見
出
　



さ
れ
て
み
て
、
其
の
過
渡
の
年
代
が
こ
、
に
論
じ
て
み
る

そ
れ
ε
互
に
接
近
し
、
ま
た
支
那
の
高
い
文
化
の
影
響
を

如
實
に
示
す
の
は
、
研
究
ご
看
過
す
可
か
ら
ざ
昏
も
の
で

あ
る
。

　
さ
て
．
右
の
諸
瓢
を
綜
写
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
吾
々
は

水
嵩
西
牢
部
の
地
域
に
あ
っ
て
は
．
石
器
梗
用
の
状
態
に

あ
っ
た
民
衆
の
問
に
私
の
研
究
肇
象
ビ
し
つ
、
あ
る
銅
鉾

銅
創
の
如
き
利
器
が
傳
へ
ら
る
、
ご
共
に
、
相
次
い
で
ま

た
鐵
器
が
傳
へ
ら
れ
、
一
時
三
岩
並
存
の
現
象
を
呈
し
だ

が
、
利
器
の
質
料
ε
し
て
よ
り
優
れ
た
鐵
は
銅
を
藤
．
倒
し

爲
に
銅
製
の
利
器
が
特
有
の
登
蓬
を
広
げ
一
の
丈
化
時
期

を
劃
す
る
に
至
ら
な
い
で
、
鐵
器
使
用
の
時
代
に
入
っ
た

愈
々
の
痕
を
辿
り
得
る
の
で
あ
る
。
同
じ
状
態
は
吾
々

が
、
本
州
西
牢
の
如
上
の
遺
物
ビ
鋼
直
す
る
銅
鐸
を
考
察

す
る
場
合
に
於
い
て
も
見
ら
る
＼
の
で
あ
っ
て
、
其
の
分

布
の
中
心
縞
鯵
で
あ
る
近
畿
地
方
の
文
化
推
移
も
ま
た
岡

扁
で
あ
っ
た
こ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
本
邦
の

　
　
　
第
九
巷
　

研
究
　
銅
製
鋼
鉾
に
就
い
て

文
化
下
達
を
考
ふ
る
上
に
重
要
親
す
べ
き
事
實
で
あ
る

が
、
銅
鉾
銅
創
其
物
の
研
究
に
取
っ
て
も
、
本
旨
利
器
た

る
品
質
の
句
者
が
我
が
國
に
傳
へ
ら
る
、
や
、
段
々
そ
れ

が
形
式
化
し
て
實
用
に
遠
ざ
か
り
、
本
來
ご
は
全
く
別
な
，

宗
敷
的
の
性
質
を
有
す
る
も
の
ご
な
っ
た
こ
ご
の
因
由
に

想
倒
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
其
の
一
孚
の
理
由
が
、
右
の

鮎
．
に
あ
り
ビ
す
る
の
推
測
i
少
く
も
爾
者
に
何
等
か
の
關

係
の
存
在
を
想
像
せ
し
む
る
も
の
ε
し
て
興
味
な
し
ご
せ

な
い
の
で
あ
る
。

　
論
じ
て
こ
、
に
至
っ
て
、
然
ら
ば
銅
鉾
語
誌
は
騒
ぐ
虚

器
に
腿
倒
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
一
般
交
化
の
上
に
影
’

饗
す
る
腱
が
殆
ん
ご
な
か
っ
た
ε
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
汐

吾
々
は
縛
じ
て
磨
石
創
な
る
一
種
の
遣
物
を
考
察
す
る
の

必
要
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
誰
σ
⇒
　
巾
画
磐
學
博
士
「
銅
鉾
銅
劔
の
新
資
料
」
（
考
古
學
難
誌
第
七
巻
第

　
　
七
號
）
等
滲
照

　
㈲
　
同
「
銅
鉾
銅
剣
拉
に
石
劔
溌
見
馳
の
捜
物
」
（
同
誌
第
入
谷
第
入
號
第
－

　
　
九
號
）
所
載
畿
峯
照

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
五
　
（
二
〇
九
）



第
九
谷
　
　
研
　
究
　
　
鋼
…
劔
飼
鉾
に
就
い
て

9
　
こ
れ
ば
大
嶺
六
露
十
二
肩
上
伺
愛
知
騨
塵
舷
門
箪
梼
の
佐
蕨
勘
歌

　
授
の
行
つ
象
熱
田
貝
糠
癸
掘
に
立
倉
つ
索
際
轡
識
し
カ
の
で
あ
っ
て

．
墾
棺
に
比
す
可
き
大
甕
が
珂
厩
中
に
済
の
慨
陵
に
立
っ
て
あ
り
、
附

　
近
の
同
一
貝
履
申
か
ら
解
石
雑
片
二
個
為
費
見
～
敦
。
或
さ
に
爾
者

　
の
同
一
陣
期
に
属
す
ろ
為
明
豊
す
る
一
例
で
あ
ろ
。
　
　
，

侮
　
中
山
博
士
「
九
州
北
郎
に
於
け
る
先
血
原
史
幽
暗
代
中
閲
期
問
の

　
山
嵐
物
に
就
て
し
（
衝
萬
い
及
び
駝
②
の
論
丈
誤
謬
照
。

㈲
　
距
の
納
氏
嚢
見
の
遺
物
に
就
い
て
は
鷲
時
の
蹴
方
鹿
の
稠
磐
に
依

　
ろ
定
、
高
璽
下
に
搬
十
個
の
ほ
ダ
三
身
実
歩
詰
が
蝿
淫
し
て
あ
っ

　
て
、
其
の
何
れ
も
が
内
郡
空
虚
で
あ
っ
カ
が
、
「
就
巾
最
モ
大
ナ
ル
一

　
個
ノ
甕
ニ
ハ
「
ク
リ
ス
」
型
脚
注
ノ
劒
「
言
及
腐
蝕
シ
テ
僅
カ
ニ
驚
ハ
ノ
．

　
形
チ
勃
ゆ
メ
得
ベ
キ
鐵
ノ
嘱
戯
刀
h
轡
ハ
ば
側
醐
で
あ
る
】
一
一
欄
（
何
ソ
患
長
サ

　
一
尺
詐
）
砦
干
ノ
朱
不
共
二
甕
中
工
雑
在
致
居
候
」
臼
定
あ
っ
て
一
見

　
最
も
確
實
な
典
存
例
の
様
で
あ
る
が
、
此
の
造
跡
の
憂
見
後
間
も
な

　
ぐ
山
地
為
踏
資
ぜ
ら
れ
六
寄
井
丈
學
士
に
從
ふ
定
、
銅
劔
定
鐵
劔
建

　
ば
各
々
瑚
の
盤
被
か
ら
二
六
曾
の
事
で
あ
ろ
か
ら
、
こ
・
に
に
後
者

　
に
從
つ
カ
。
な
ほ
確
む
べ
き
で
あ
る
。

⑥
　
後
藤
守
一
君
「
…
雌
馬
瞥
見
錐
」
ハ
考
古
學
雑
誌
第
十
三
巷
第
三
控
）
塾

　
照
）

σり

@
考
古
笠
置
第
十
九
露
寒
版
及
解
観
為
見
よ
。

㈹
　
申
肉
博
土
「
北
九
州
に
於
け
る
先
吏
原
史
爾
昨
代
仲
題
期
間
の
慧

　
物
に
就
て
し
（
前
毘
）
塗
照
9
な
ほ
雌
の
遽
跡
に
就
い
て
に
近
く
考
古

　
學
雑
誌
＝
ニ
ノ
「
一
に
も
博
士
の
縄
帯
が
あ
る
。

第
二
號

三
山
ハ
　
（
二
｝
○
）

㈲
　
遡
鱒
総
軍
府
大
正
九
無
度
雷
諮
調
叢
凝
告
第
一
獄
所
牧
「
余
海
員

　
編
鷺
撮
罰
査
報
出
二
尊
照
。

＝
二

　
こ
＼
に
明
石
創
ご
云
ふ
の
は
粘
板
岩
を
鱒
馴
し
て
作
っ

た
一
種
の
石
器
で
あ
っ
て
、
主
ε
し
て
近
畿
以
西
、
特
に

北
九
州
、
朝
鮮
の
南
宇
に
濃
厚
な
分
声
を
示
す
も
の
、
鳳

面
に
て
彌
∵
生
式
土
…
器
、
磨
石
鎌
、
石
斧
等
ご
証
ハ
存
す
る
ご

鎌
屋
に
、
他
方
に
於
い
て
願
誓
鵠
土
の
例
も
多
い
。
此
め
種

遺
品
の
憂
般
に
亙
る
考
察
は
畠
ら
別
途
の
研
究
題
属
に
懇

す
る
か
ら
、
別
の
機
愈
に
譲
る
こ
ビ
に
す
る
が
、
形
式
の

上
か
ら
こ
れ
を
趨
る
ご
其
の
間
に
四
種
の
別
の
存
す
る
こ

ε
は
「
蕎
に
鳥
取
無
下
に
於
け
る
有
史
以
前
の
犯
跡
」
を
諭

じ
た
際
に
簡
畢
な
該
遽
品
の
聚
成
圏
を
掲
げ
て
指
摘
し
て

概
い
た
虚
で
あ
る
ω
。
　
高
橋
健
膚
氏
は
其
の
後
・
私
の
第

一
類
に
一
剣
形
，
段
段
類
に
有
柄
式
、
第
三
類
に
ク
リ
ス

形
、
第
四
類
に
有
樋
式
ご
云
ふ
、
便
利
な
名
繕
を
附
け
ら

’



第
十
　
　
圖
　
　
本
　
邦
　
獲
　
見
　
磨
・
石
　
劔
　
三
　
種

w
急
難
濾
翻

講
「
唄
彗
一
、
一

　
、
β
懸
ギ
顎

欝

，
・
私
話

第
九
巻
　
研
究
　
鋼
劔
銅
鉾
に
就
い
て

…
可
…
」

れ
だ
②
。
　
今
ま
三
軍
に
一
々
の
特
徴
を

畢
げ
る
ご
、
第
一
類
は
身
の
断
面
菱
形
・

で
錆
が
あ
り
、
ま
た
董
を
有
す
る
も
の

が
多
く
、
一
見
鐡
創
に
似
た
類
を
云
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
チ

第
二
類
は
顯
著
な
る
關
が
あ
っ
て
、
創

の
下
孚
が
把
握
す
る
に
適
す
る
機
に
作

ら
れ
た
も
の
、
第
三
の
ク
リ
ス
形
は
第
．

十
一
圖
の
ω
に
示
す
機
に
（
豊
前
綜
田

費
見
）
其
の
輪
廓
が
銅
創
の
ク
リ
ス
形

ε
一
致
し
た
特
殊
の
形
で
あ
り
、
ま
た

第
四
類
は
形
が
同
じ
く
細
形
銅
創
に
近

く
、
脊
を
挾
ん
で
上
士
し
た
二
條
の
樋

の
あ
る
著
し
い
特
徴
を
持
つ
た
も
の
で

あ
る
。
　
〔
第
十
一
圖
の
②
に
示
す
丹
波

観
音
寺
出
土
品
墾
照
）

　
是
等
の
石
剣
拭
石
を
質
料
こ
し
て
み

る
黙
ご
、
其
の
或
物
が
磨
石
鎌
、
石
斧

　
第
二
號
　
　
　
三
七
　
（
二
一
一
）



　
　
　
第
九
谷
　
　
研
究
　
　
銅
劔
芯
無
に
麓
い
で

彌
生
式
土
器
な
ざ
ご
備
蓄
す
る
こ
ε
か
ら
石
器
時
代
の
文

化
所
産
ε
す
る
見
解
が
成
立
つ
の
で
あ
っ
て
、
現
に
第
二

類
即
ち
有
柄
式
の
最
も
多
き
を
励
む
る
朝
鮮
登
見
の
石
創

は
普
通
石
器
晴
代
ビ
せ
ら
る
・
癖
石
倉
、
磨
石
斧
、
石
庖
丁

彌
生
式
系
素
焼
土
器
ご
共
存
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
ま

沈
同
時
代
の
も
の
ε
し
て
一
都
學
岩
の
問
に
取
級
は
れ
、

銅
創
に
先
立
つ
形
式
こ
せ
ら
れ
て
る
る
次
第
で
あ
る
③
Q

今
ま
こ
れ
を
形
の
上
よ
り
凱
察
す
る
に
、
第
一
の
離
調
鐵

剣
形
の
如
き
は
形
打
製
の
石
槍
ご
頗
る
似
通
つ
淀
施
が
あ

る
の
み
な
ら
す
、
同
形
中
の
墨
形
の
類
に
は
堅
緻
な
石
質

を
以
て
み
て
實
用
的
の
性
質
を
具
備
し
た
も
の
が
あ
る
の

で
、
磨
研
の
術
が
進
む
ビ
共
に
石
…
器
の
製
作
者
が
石
糖
か

ら
此
の
種
の
上
石
創
を
造
り
出
す
こ
ご
は
充
分
想
定
し
得

ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
上
に
雪
げ
淀
四
種
の
不
創
の
す
べ
て

に
亙
っ
て
、
其
の
一
々
の
手
法
を
期
す
る
時
、
私
は
中

山
、
高
橋
爾
氏
等
ざ
共
に
ざ
う
し
て
も
磨
石
剣
を
蹴
て
純

然
π
る
石
器
時
代
の
所
産
こ
す
る
事
の
田
家
な
い
の
を
認

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
入
　
（
二
一
二
）

め
る
の
で
あ
る
。
次
に
簡
軍
に
其
の
研
以
の
著
し
い
黙
を

畢
げ
ん
か
、
第
一
の
鐵
面
形
は
暫
く
除
外
し
て
、
他
の
三

類
に
就
い
て
見
る
に
、
何
れ
も
特
殊
の
複
蕪
な
形
式
を
現

は
し
て
、
利
器
こ
し
て
自
ら
到
蓬
す
べ
き
形
に
整
い
も
の

が
あ
り
、
且
つ
互
の
間
を
つ
な
ぐ
遺
品
は
も
こ
よ
り
、
鐡

創
形
こ
も
陶
係
の
認
む
べ
き
黙
が
な
く
、
各
の
資
達
の
過

程
を
全
く
徴
す
る
こ
ご
が
出
評
す
、
か
へ
っ
て
其
の
各
類

が
銅
製
創
の
諸
形
式
に
酷
似
し
た
も
の
を
見
出
す
の
で
あ

る
。
此
の
如
き
の
現
象
は
、
簡
軍
な
る
猿
舞
か
ら
技
術
の

蓮
歩
ご
共
に
漸
次
叢
蓬
し
て
複
雑
形
を
生
す
る
場
合
の
過

程
上
製
℃
て
あ
り
得
る
こ
ご
で
あ
る
か
ざ
う
か
は
ム
、
更
多
．

言
を
要
し
な
い
ご
考
へ
る
。
尤
も
塾
代
の
利
器
こ
し
て
は

石
製
品
の
外
に
木
、
竹
製
の
も
の
、
存
在
し
て
み
た
で
あ

ら
う
ご
云
ふ
こ
ご
は
現
在
の
未
開
人
の
土
俗
か
ら
推
測
せ

ら
る
、
慮
で
あ
る
か
ら
、
右
の
黙
を
考
慮
す
る
の
必
要
が

あ
る
の
で
、
如
上
の
石
創
の
租
型
ま
た
木
、
際
際
に
求
む

べ
き
に
あ
ら
ざ
る
か
、
或
は
銅
、
石
創
爾
者
の
共
同
の
根



源
が
そ
れ
に
遡
る
の
で
は
な
い
か
に
思
ひ
薫
る
次
第
で
あ

る
が
、
如
上
の
滑
風
の
蝋
管
、
其
の
第
二
の
式
は
支
那
の

古
式
の
銅
創
に
形
極
め
て
酷
似
し
㊨
第
三
式
は
我
が
ク
ソ

ス
形
銅
創
ご
同
一
形
ご
見
る
多
く
、
ま
π
第
四
の
有
樋

式
は
大
君
に
於
い
て
細
形
銅
創
の
形
式
を
襲
ひ
、
中
に
は

銅
剣
…
其
儘
の
形
を
示
す
こ
ご
第
十
∴
圖
の
㈲
に
載
せ
た
丹

後
口
麗
村
出
土
の
如
き
例
が
あ
っ
て
、
爾
者
の
形
の
上
の

醐
係
が
籐
り
に
霜
接
で
、
同
一
根
源
か
ら
別
途
に
登
達
し

た
場
合
に
見
る
類
似
ご
は
な
し
難
く
、
そ
の
何
れ
か
一
が

本
で
、
他
は
典
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
時
の
外
．
か
く
の
如

き
の
酷
似
が
容
易
に
あ
り
得
な
い
こ
ご
を
示
し
て
み
る
か

ら
、
結
局
右
の
木
竹
器
こ
の
驕
係
を
も
肯
定
す
こ
ご
が
出

直
な
く
な
る
Q
既
に
私
は
前
段
に
於
い
て
我
が
立
項
銅
鉾

が
も
ご
支
那
の
高
い
交
潮
所
産
の
傳
へ
ら
れ
て
、
漸
次
形

め
上
に
特
殊
の
登
達
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
論
じ

・
た
。
・
石
の
見
解
に
大
な
る
誤
り
が
な
い
こ
す
れ
ば
、
其
の

銅
剣
銅
鉾
類
が
、
石
の
利
器
こ
し
て
獲
逡
を
し
た
磨
石
馬

　
　
　
第
九
巻
　

研
究
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て

の
形
の
影
響
を
受
け
、
或
は
其
の
形
を
移
し
だ
こ
す
る
が

如
き
は
、
到
底
其
の
要
當
な
る
所
以
を
見
溶
し
得
な
い
の

で
あ
る
。
な
ほ
こ
れ
を
更
に
熟
覧
の
示
す
細
部
に
就
い
て

見
る
に
、
第
二
類
の
有
念
願
の
も
の
、
如
き
は
形
の
著
し

く
便
化
し
π
の
み
な
ら
す
、
劇
場
な
粘
板
岩
か
ら
成
っ
て

實
用
に
耐
へ
ら
れ
な
い
も
の
が
多
く
、
ま
た
鎧
櫃
鋸
四
の

式
の
驕
に
近
く
往
々
穿
た
れ
て
あ
る
一
双
の
孔
は
双
頭
幽

錐
形
に
緬
し
、
其
の
穿
孔
の
技
術
頗
る
進
歩
し
て
我
が
上

代
の
勾
玉
の
頭
孔
に
髪
髭
た
る
も
の
が
あ
り
、
器
の
製

作
．
特
に
有
藩
命
の
騰
…
の
部
分
の
作
り
等
薄
金
騰
器
使
用

の
痕
蓬
を
と
や
む
る
も
の
あ
る
ε
共
に
、
是
等
の
石
創
の

塞
く
慮
の
實
は
銅
剣
類
に
あ
り
し
を
物
語
る
有
力
な
る

傍
讃
ご
な
る
ざ
信
ず
る
の
で
あ
る
。
論
じ
て
こ
、
に
至
る

ご
初
に
除
外
し
た
第
一
類
の
鐵
創
形
に
就
い
て
も
形
の
著

し
く
細
手
の
大
形
こ
な
り
、
よ
く
鐡
創
の
特
徴
を
備
へ
、

董
叉
は
閥
に
近
く
上
述
の
第
三
第
四
の
式
ご
同
一
の
穿
孔

を
有
す
る
類
に
至
っ
て
は
同
じ
く
ま
た
金
薦
器
の
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
策
測
鎖
　
　
　
三
九
　
（
一
二
三
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
　
研
　
究
　
　
　
鋼
劔
銅
鉾
に
就
い
て

想
定
し
て
よ
い
か
ご
患
ふ
。
此
の
瓢
に
於
い
て
中
山
博
士

が
筑
前
糟
原
郡
香
維
村
隠
見
の
長
さ
｝
尺
籐
の
此
の
種
遽

晟
を
以
て
銅
創
を
模
し
た
ご
せ
ら
れ
た
見
解
③
は
吾
人

の
賛
す
る
庭
で
あ
り
、
ま
た
高
橋
氏
が
河
内
北
河
内
郡
由

田
村
瞥
見
の
葉
に
双
頭
臨
錐
孔
の
あ
る
鐵
整
形
に
青
銅
器

の
影
響
を
認
め
ら
る
、
の
に
も
一
致
す
る
⑤
次
第
で
あ

る
ゆ

　
以
上
は
主
、
こ
し
て
形
式
ご
手
法
の
土
か
ら
磨
石
剣
の
塞

～
、
庭
の
銅
利
器
に
あ
る
可
き
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
嗣

様
に
石
創
そ
の
も
の
、
欝
土
駿
態
を
調
査
す
る
ご
ま
た
頗

る
銅
鉾
銅
剣
の
そ
れ
ご
聰
一
致
す
る
も
の
あ
っ
て
時
代
の

接
鰯
を
示
す
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
ク
ジ
ス
形
錨
創
の
端
脳

な
豊
前
懸
磁
の
肇
見
品
は
地
下
入
尺
許
の
庭
か
ら
彌
生
式

土
器
、
入
部
ご
典
に
務
見
せ
ら
れ
元
も
の
で
あ
り
．
上
記

丹
後
の
随
蟹
村
及
び
河
内
由
田
村
の
石
剣
等
面
影
猫
に
見

串
さ
れ
て
る
る
こ
ご
。
銅
創
銅
鉾
の
三
物
に
見
る
ご
異
な

る
庭
が
な
い
Q
更
に
石
創
類
の
本
邦
に
於
け
る
分
布
を
親

第
二
盤

四
〇
　
（
一
二
四

る
に
、
嘗
代
石
羅
土
器
の
製
作
に
於
い
て
優
れ
た
技
衛
を

有
し
た
閣
議
奥
朋
を
中
心
こ
す
る
離
調
縄
紋
式
土
器
の
分

布
耐
髄
域
に
稀
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
北
九
州
に
最
も
濃
厚
で
、

…
畿
内
本
州
中
部
に
疎
び
、
大
覚
に
於
い
て
鋼
鉾
銅
剣
の
　
分

布
湿
域
ご
一
致
す
る
魚
影
が
、
爾
表
の
麿
接
な
る
欝
欝
を

物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
石
剣
が
前
者
の
影
響
に

な
っ
た
二
ε
を
示
す
膚
力
な
謹
叢
ご
た
”
る
ご
患
ふ
。
併
し

是
等
の
貼
は
高
橋
氏
が
既
に
詳
し
く
違
く
て
る
ら
れ
る
虞

で
あ
る
し
、
分
布
の
詳
し
い
表
は
聚
成
囲
ご
典
に
近
く
胴

に
幾
表
の
豫
定
で
あ
る
か
ら
、
今
ま
は
軍
に
麟
罰
に
依
る

一
分
点
鞠
由
衣
・
ゼ
載
せ
る
の
み
で
、
“
纏
の
諦
亡
べ
て
か
旨
省
酷
麟
に
附
∵
す

る
こ
ご
に
す
る
3

筑筑査封
　　　　　醐

後箭鞍馬名
燃
．
石
剣
各
頻
分
布
～
覧
鴬

谷
一
式

（
鎧
捌
式
）

　
　
二

　
　
｝

　
　
一
〇

　
　
二

論ノ、

　　　rへA’鴨
　　　磨∫粒

　　　脳二

三ご式

第
三
式
　
　
　
第
q
閥
式

（
ク
リ
ス
形
）
　
　
（
有
旧
式
）

，
5
艮二一

ーーー
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忠
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已
に
輪
娼
べ
た
融
処
か
ら
我
が
晦
用
石
創
中
に
ば
鐵
剣
脚
形
に
打

石
槍
か
ら
楼
達
し
た
類
の
存
在
を
豫
下
す
る
選
評
が
あ
る

が
、
其
の
大
部
分
は
實
に
銅
創
類
の
影
響
を
受
け
て
曇
生

し
た
ご
認
む
べ
き
も
の
な
る
こ
ご
が
肯
定
せ
ら
る
、
次
第

で
あ
る
。
是
等
の
石
創
が
如
何
な
る
目
的
を
以
そ
作
ら
れ

淀
か
に
就
い
て
は
出
　
土
状
態
ご
瀾
聯
し
て
考
察
す
可
く
、

ま
た
そ
の
製
作
の
誘
因
ビ
し
て
金
属
器
の
貴
重
で
あ
っ
だ

事
を
顧
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
中
に
は
銅
鉾
釧
創
の
退
化

型
ε
同
じ
く
宗
駿
的
意
義
を
以
て
作
ら
れ
た
も
の
が
あ
ら

う
し
、
ま
た
利
器
こ
し
て
優
れ
た
鏡
利
な
金
鳩
器
の
形
を

石
に
移
し
た
も
の
、
あ
る
こ
ε
が
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
そ

の
何
れ
が
多
数
を
占
め
π
こ
す
る
も
、
最
初
銅
鉾
銅
創
が

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
竸
　
　
　
凶
　
　
（
二
「
五
）



鑛
先
懇
　
　
研
　
兜
　
　
鋼
劔
鋼
鱒
江
就
い
て

傳
へ
ら
れ
た
當
時
の
南
鮮
及
び
西
日
本
は
な
ほ
石
器
使
用

の
時
代
で
あ
っ
淀
こ
ご
を
併
せ
考
へ
る
ご
、
吾
々
は
磨
石

創
に
よ
っ
て
銅
創
類
の
當
代
民
衆
の
上
に
與
へ
だ
一
の
影

響
を
見
得
る
の
で
あ
う
、
そ
れ
が
割
合
に
数
多
く
、
且
つ

分
布
の
範
團
の
銅
鉾
銅
創
よ
り
も
や
、
廣
い
瓢
で
其
の
影

響
の
程
度
ご
當
代
の
艮
衆
の
透
化
の
程
巌
、
憾
ん
で
は
彼

等
の
外
摩
の
高
度
の
文
化
に
卜
す
る
態
度
な
ざ
を
も
推
し

得
ら
れ
て
、
當
面
の
銅
鉾
銅
創
の
研
究
上
に
深
い
興
昧
を

豊
ゆ
る
の
で
あ
る
。

　
　
註
σ
り
　
陶
書
第
十
堂
「
遣
物
の
研
究
」
〔
上
）
七
｝
頁
以
下
馨
照
。

　
　
　
②
　
商
輪
健
自
氏
「
銅
鉾
鋼
劔
考
」
（
前
餌
、
第
十
『
石
劒
霊
の
關
係

　
　
　
　
の
際
Q

　
　
　
㈲
　
覇
鮮
紘
督
麻
大
正
玉
年
度
古
蹟
調
査
報
告
所
載
鳥
居
簿
士
の

　
　
　
　
「
亭
安
南
甦
黄
海
甦
宵
蹟
調
査
報
皆
書
に
見
6
9
る
雄
の
如
き
に
莫

　
　
　
　
の
箸
し
い
へ
の
で
、
博
士
ほ
其
の
八
〇
三
質
以
下
に
於
い
て
有
柄

　
　
　
　
武
石
劔
の
石
器
時
代
逡
物
説
た
力
窺
し
て
ゐ
ら
れ
ろ
O

　
　
　
肉
．
尤
も
此
の
種
滋
劒
の
醗
型
に
薦
い
て
に
、
別
に
土
球
古
式
短
鰯

　
　
　
　
が
考
慮
ゼ
ら
る
可
き
で
あ
ろ
が
、
把
握
す
る
部
分
が
細
く
て
只
艦

　
　
　
　
錨
釈
突
趨
の
あ
る
支
那
の
古
式
銅
劒
ほ
費
際
の
使
摺
に
當
り
右
の

　
　
　
　
郷
分
に
革
の
類
菱
縦
い
糞
こ
ミ
、
京
都
大
學
や
京
妓
鮪
貝
氏
の
藏

第
二
號

麗
旧
、
一
一
　
（
一
一
…
山
ハ
）

　
　
品
に
佐
っ
て
認
め
ウ
れ
る
か
ら
、
償
用
當
時
に
瞭
程
有
精
式
贋
劔

　
　
に
近
い
形
で
あ
っ
た
ビ
察
ぜ
ら
れ
る
。
況
ん
や
有
柄
式
に
に
柄
の

　
　
二
分
に
鱗
葎
設
け
穴
も
の
が
達
す
る
の
で
め
る
か
ら
、
私
に
今
宿

　
　
の
見
鰯
…
な
操
る
。
な
ほ
こ
れ
に
就
い
て
に
　
無
く
甥
∵
ト
詳
漉
乱
す
ろ
灘
門

　
　
會
が
あ
ら
づ
亡
患
ふ
か
ら
、
寄
し
く
は
其
の
際
に
譲
ろ
。

　
㈲
中
肉
三
鼎
「
九
州
北
郡
に
於
け
る
先
更
原
吏
爾
時
代
中
間
蛎
聞
の

　
　
慧
物
に
就
て
」
（
考
宵
學
雑
誌
八
ノ
三
殊
載
）
滲
繰
◎

㈹
の
　
高
橋
氏
「
銅
鉾
野
鼠
畏
し
十
…
、
石
劔
…
亡
の
身
熱
〔
衝
禺
）
饗
照
9

　
働
島
の
表
ほ
手
評
に
集
ま
つ
象
資
料
か
ら
作
製
し
六
の
で
あ
る
。
倶

　
　
し
二
二
の
明
で
な
い
破
片
に
す
べ
て
除
外
し
六
表
に
糞
に
れ
六
敷

　
　
字
が
雛
㈲
の
高
檎
氏
の
論
丈
鰐
載
の
も
の
に
比
し
て
著
し
く
多
い

　
　
の
ば
、
新
資
料
の
襟
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
詳
し
い
畿
に
聚
成

　
　
翻
ミ
典
に
嚢
表
す
る
盤
定
で
あ
ろ
Q


